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研究成果の概要（和文）：実感し共感するかかわりの場のヒューマンインタフェースの観点から、うなずきや身振りな
どの身体的リズムの引き込みを音声駆動型身体引き込みキャラクタInterActorや身体的インタラクションロボットInte
rRobotに導入したシステムを開発展開し、身体的インタラクション・コミュニケーションの引き込みに基づく共感イン
タフェースを研究開発した。本研究で開発した身体的コミュニケーション技術がゲーム大手の作品等に導入・実用化さ
れた。

研究成果の概要（英文）：The human-entrained embodied interaction and communication systems were developed 
for sympathy interface based on the entrainment mechanism of the embodied rhythms between speech and body 
movements such as nodding. Some actual applications pertaining to robot/CG and human interactive communica
tion were also demonstrated. In particular, the speech-driven embodied interaction system, such as InterRo
bot and InterActor, is a robust and practical communication support system for everyday living, which acti
vates embodied interaction and communication in a new communication mode by using only speech input. The s
peech-driven entrainment technology for enhancing interaction and communication would be expected to form 
the foundation of mediated communication technologies as well as the methodology for the analysis and unde
rstanding of human interaction and communication. This technology has been commercialized and marketed for
 a new embodied communication industry such as social game.

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： ヒューマンインタフェース　ヒューマンインタラクション　ヒューマンコミュニケーション　身体的コ
ミュニケーション　身体的インタラクション

情報学・メディア情報学・データベース



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
人は、単に言葉だけでなく、うなずきや身

振りなど身体によるリズムを共有して、互い
に引き込むことで、コミュニケーションして
いる。この身体性の共有が、一体感を生み、
人とのかかわりを実感させている。乳児期か
ら母親（育児者）の語りかけに対して身体動
作との引き込みにより言語を習得してきた
以上、この身体的リズムの引き込みによる一
体感・身体性の共有なくしては、心の基底の
部分で情報を送受信することは極めて難し
いのではないかと考えられる。従って、この
メカニズムがヒューマンインタフェースに
導入されるならば、真に人間に立脚した身体
的コミュニケーションシステムが実現でき
るものと大いに期待される。そのシステム開
発の一つの大きな目標は、相手との一体感が
あり、お互いの思いが通い合える共感インタ
フェースを実現することにある。 
 
２．研究の目的 
 うなずきや身振りなどの身体的リズムの
引き込みをロボットや CG キャラクタのメデ
ィアに導入し、発話音声からコミュニケーシ
ョン動作を自動生成する身体的コミュニケ
ーションシステムを開発して、引き込みによ
る身体的インタラクション・コミュニケーシ
ョンの重要性を実証してきた。本研究では、
実感し共感するかかわりの場のヒューマン
インタフェースの観点から、このプロトタイ
プシステムを用いて身体的インタラクショ
ン・コミュニケーションの引き込みをコミュ
ニケーション場の生成に応用することで、集
団コミュニケーションシステムへと応用展
開して、本格的に一体感や共有感が実感でき
る共感インタフェースを研究開発すること
を目的としている。 
 
３．研究の方法 
本研究開発での共感インタフェースは、実

世界及びアバタを介した仮想世界において
身体を介して引き込むことで、思いが共有さ
れる実感を伴うインタフェースである。その
研究開発の道具立てとして、身体的コミュニ
ケーションの合成的解析・理解のための身体
的バーチャルコミュニケーションシステム、
コミュニケーション支援のための音声に基
づく身体的インタラクションシステム、コミ
ュニケーション場の生成のための集団イン
タラクション・コミュニケーションシステム
を実用性の観点から開発展開し、これらのシ
ステムを統合してシステムを開発・解析・評
価することで、飛躍的に対話者の身体性を共
有して一体感が実感できる共感インタフェ
ースを開発する。さらに、研究室でのモデル
実験だけでなく、現場でのシステムの研究開
発と有効性の検証を通して、実用的なシステ
ムを開発する。 
 
４．研究成果 

平成 22 年度 
 携帯電話端末およびモバイル端末におい
て、話し手及び聞き手のうなずきや身体の引
き込み動作を発話音声に基づいて自動生成
する音声駆動型身体引き込みキャラクタ
InterActor にユーザの頭部動作を直接反映
させることで、身体的インタラクションを促
進させ、コミュニケーションを支援するモバ
イルシステムを開発した。とくにリアルな外
観を持つ人型キャラクタによる一体感の向
上を目指して、「身体的なりきりモバイル」
を開発し、官能評価によりユーザの楽しさや
一体感の向上などシステムの有効性を示し
た。また InterActor を応用し、バーチャル空
間で仮想観客の役割を果たす植物型の身体
的引き込みオブジェクト InterObject を開発
し、コミュニケーション解析システム
EVCOS に導入して、InterObject がバーチャ
ルコミュニケーション支援に有効であるこ
とを示した。これら音声インタフェースの開
発だけでなく、タイピングから引き込み動作
を自動生成して身体的インタラクションを
促進し、コミュニケーションを支援するタイ
ピング駆動型身体的引き込むシステムの開
発展開など、システムのプロトタイプを体感
できる形で実装提案し、「ドラえもんの科学
みらい展」等で公開展示した。 
 
平成 23 年度 
(1) 音声駆動型身体的引き込み観客システム 
対話者の語りかけに対して装飾オブジェク

トが引き込み反応する音声駆動型身体的引き
込みオブジェクトInterObjectを開発し、複数
のInterObjectを身体的バーチャルコミュニ
ケーションシステムに導入することで、アバ
タコミュニケーションを支援する音声駆動型
身体的引き込み観客システムを開発し、その
有効性を示した。 
(2) 音声駆動型身体的引き込み 

チェアシステム 
発話音声に基づいて身体全体をうなずき反

応させる音声駆動型身体的引き込みチェアシ
ステムを複数体用いて、実空間で対話者同士
あるいは講演者と聴衆が共に引き込む共感支
援システムを開発し、講話形式実験により場
の盛り上げ効果等の有効性を示した。 
(3) ビデオチャットシステム 
相手のビデオ映像に頭部動作を連動させた

自己の代役となるInterActorを重畳合成する
ビ デ オ チ ャ ッ ト シ ス テ ム Enhanced 
VideoChat (E-VChat)システムを開発した。
相手映像とInterActorを仮想的に対面合成す
ることで、対話者は互いの身体的インタラク
ションがとらえやすい状態を実現しつつ、ビ
デオ映像を用いて対話相手の表情等のノンバ
ーバル情報を観察しながら会話ができる。ま



たInterActorを複数体配置することで、場の
盛り上げ等の集団コミュニケーション効果を
応用した身体的コミュニケーション支援が行
える。 
 
平成 24 年度 
(1) アバタを介した合意形成対話を支援する

音声駆動型身体的引き込み観客システム 
実環境を模した仮想空間と表現性の向上し

たアバタを用いた身体的バーチャルコミュニ
ケーションシステムを開発している。とくに、
仮想観客として話者の発話に対してうなずき
などの引き込み反応を行う音声駆動型身体的
引き込みオブジェクトとして、仮想空間内に
自然に配置できる植物型オブジェクトと、間
接的に存在を知覚させることができる影法師
型オブジェクトを構築している。さらにこれ
らのオブジェクトを身体的バーチャルコミュ
ニケーションシステムに導入することによっ
て音声駆動型身体的引き込み観客システムを
開発し、対立する主張を収束させる合意形成
対話実験により、開発したシステムの有効性
を示している。本研究の成果は、アバタを介
した合意形成対話において、音声駆動型身体
的引き込み観客システムを使用することで、
対話者の発話・主張を促進して肯定的な意味
を与え、意見の収束方向や評価に違いが誘発
されることを示したことにある。 
(2) 対話者顔方向検出に基づく自己キャラク

タ対面合成による実映像対話システム 
相手映像に自己の代役となる音声駆動型身

体的引き込みキャラクタInterActorを仮想的
に重畳合成した実映像対話システムE-VChat
を開発している。とくに、画像処理により対
話者の顔方向を検出することで、非拘束で対
話者の頭部動作を自己キャラクタに反映する
E-VChatシステムを開発している。さらに、
対話相手が不特定の方向から自己を撮影して
いる場合においても、自己キャラクタを相手
の視線の先に自動で配置することでインタラ
クション把握を支援する手法を提案し、コミ
ュニケーション実験により、開発したシステ
ムの有効性を示している。本研究の成果は、
様々なコミュニケーション場面での実映像対
話においてシステムのインタラクション支援
効果を示したことにある。 
 
平成 25 年度 
(1) 実映像対話を支援する対話相手顔画像合

成型身体的引き込み観客キャラクタシス
テム 

自己の代役となる InterActor とうなずき
などの聞き手動作を行う対話相手の顔画像
を合成した観客キャラクタを対話相手のビ

デオ映像に重畳合成したキャラクタシステ
ムを開発した。顔画像を合成することでキャ
ラクタが相手の分身であると知覚でき、単な
るキャラクタではなく相手の反応の一部だ
と捉えることができる。さらに、自由対話お
よび対立する主張を収束させる合意形成対
話によるコミュニケーション実験を行い、開
発したシステムの有効性を示した。  
(2) 音声認識による動作・情動表現機能を有

する音声駆動型身体的引き込みキャラク
タシステム 

 従来の発話音声から身体的引き込み動作
を自動生成する InterActor に、音声認識を
併用することで動作・情動表現機能を付与し、
コミュニケーションを支援する身体的引き
込みキャラクタシステムを開発展開した。自
己と相手の動作・情動表現機能を有する
InterActor を画面に表示し、通信するコミュ
ニケーションシステムを用いて、動画視聴に
よる聞き手を想定した評価実験及び遠隔で
の対話実験を行い、システムの有効性を示し
た。 
また本研究で開発した身体的コミュニケ

ーション技術がゲーム大手の作品（ファイナ
ルファンタジー、ライトニングリターンズ）
に導入・実用化された。 
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